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チーム紹介  

 

私たちチーム「バグコロリ」はテクバン株式会社でテスト、品質保証に携わる 6名で結成しました。 

 

チーム名は殺虫剤をイメージし、バグを滅する意志を込めて命名しました。 

 

 

 

 
コンセプト  

 

「だんだん動物園 園内チケットシステム」の利用者が安心して快適に来園体験を得られることをゴールに、テスト要求分析

からテストアーキテクチャ設計、テスト詳細設計・実装まで一貫したプロセスでテストを構築しました。 

JSTQB/ISTQB のリスクベースドテストの考え方に基づき、プロダクトリスク×品質特性×複雑性で各機能に対するテスト密

度を評価し、リスクの高い機能は厚く、影響の小さい機能は絞るというメリハリのあるテスト設計をコンセプトとしていま

す。 
 

 

工夫点  

 

リスク分析 

• マインドマップを使用して各機能で考えられるプロダクトリスクを発散 

• 洗い出したプロダクトリスクを元にプロダクトリスクを点数化 

• プロダクトリスク×品質特性×複雑性を掛け合わせることでテスト密度を評価し、厚く/薄くテストする機能を整理 

 

テストアーキテクチャ設計 

• 各機能に対して担当グループを指定し、重複したテストケースの作成を防止 

• 担当グループに振り分け後、テスト密度を掛け合わせテスト条件を導出 

 

テスト詳細設計 

• テスト密度に従って、テストパラメータとその値の候補を導出 

• テスト条件 IDを元にテストケース IDを採番することでトレーサビリティを確保 

• 仕様変更時にどのテストケースが対応するのか把握するため、機能 IDによるテストケースの検索シートを作成 

 

 

 


